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１ 開会

２ あいさつ

３ 協議

（１）県内先行事例の紹介

※事務局から資料１について説明

（２）今後の進め方について

※事務局から資料２について説明

（説明概要）

国や県の方針に基づき、東御市においても部活動の地域移行を進めて

いく。そのため、令和６年度の後半からは、行政、学校、地域、保護者等

と連絡調整等を担い地域移行をスムーズに進めていくための統括コーデ

ィネーターを配置することと、全ての部活動を一斉に地域移行とするの

ではなく、１つの競技をモデルケースとして試行実施してきたいと考え

ている。

東部中学校水泳部は、冬季期間中、土曜日にアクティブで朝７時から９時まで

（２時間）練習している。生徒の移動手段は保護者による送迎で、使用料は受益

者負担（各家庭で負担）としている。地域移行について東御市水泳協会に話をし

たところ受け入れる意思があることを確認している。「（仮称）東御市水泳クラ

ブ」として活動していければ、北御牧中学校の生徒も東御市内で水泳を行ってい

くことができる。令和６年度の試行実施期間は、指導者への謝金と生徒・指導者

への保険料を公費負担していただけるということで、スムーズに地域移行して

いけるのではないかと考えている。また、今後、地域クラブとして中体連の方に

登録すれば中体連の大会にも参加できるようになるため、地域移行としては大

きな一歩にしていけるのではないかと考えている。

今回、国や県の方針に従い、市が部活動の地域移行を進めていくことになると

いうことである。部活動は従来毎日活動しており、その中で先輩や後輩、先生方

との人間関係が構築されてきた。一方で、現在は平日２回、休日１回の活動とな

り、人間関係について希薄になってしまうのではないかと危惧している。また、

指導者を確保していく上では、指導者の職場にもご理解を得ていく必要がある

のではないかと考えている。さらに、高すぎる会費が設定されてしまった場合、

運動・文化活動ができなくなってしまう生徒も出てきてしまうのではないかと

いう懸念もある。こういったことを国や県の動向を踏まえて市はどのように考
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えているのか。

現時点においては方向性は出せていない。他自治体の先行事例を参考にした

り、モデルケースの結果の効果検証をしたりしたうえで、決定していきたい。

文化部についてはどのように考えているのか。

前回の検討会で文化協会の方から、文化協会で受け入れていくことは難しい

というお話をお聞きした。そのため、先行事例として採用していくことは難しい

現状である。今後、受け入れ先の確保等については、統括コーディネーターが中

心になって行っていく予定である。

モデルケースの間は受益者負担として指導者等への謝金の徴収を行わないと

いうことであるが、低額で設定されていた会費がいきなり高額になってしまう

と、途中で運動や文化活動を継続できない生徒たちが出てきてしまうのではな

いかと懸念される。そのため、モデルケースの期間はいくら、移行後はいくらと

いうように会費の目安をあらかじめ出していくことなどの配慮が必要であると

考える。

いただきましたご意見を参考に、今後、会費等の決定を行っていきたい。

他自治体の先行事例で運動部の事例は多くある一方で、文化系の事例が少な

いのはなぜか。

今回の事例は、県の教育委員会から紹介されてものである。現状、他自治体に

おいても文化系の先行事例を行っている自治体が非常に少ない状況であるた

め、事例として紹介できなかった。

スポーツ協会にお聞きしたいが、協会に所属している各種目のクラブチーム

や教室において、中学生を受け入れられる団体は複数あると聞いている。バスケ

ットボール部については、北御牧中学校は単独校で試合に出場することができ

ず、東部中学校と合同チームを組んで試合に出ざるを得ない状況になっている。

そのため、既に受け入れられる体制が整っている競技があるのであれば、すぐに

地域移行を進めていきたいと思っている。現状、既に受けれられる団体がいくつ

かあると思うが、どの団体か？

団体名についてはひかえさせていただきたい。たしかに、受け入れられる体制

が整っている競技はいくつかある。今後、統括コーディネーターを巻き込み、段
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階的に地域移行を進めていけるように協力をしていきたい。

指導者確保のためには、指導者の家庭や企業にも理解が得られるように進め

ていく必要がある。

中体連の大会に出場していくためには資格要件を満たしていく必要があるた

め、スポーツ協会の協力が必要である。

現在、Sany TOMIさんの方で「ゆるっとスポーツ」を行っていただいており
ますが、今後の課題等があれば教えてください。

現在、部活動に所属していない生徒や既存の部活動に参加していながらも他

のスポーツを楽しみたい生徒が多くいると感じている。現在、生徒主体でやりた

いスポーツを考えていただき活動をしている。部活動の地域移行が進んだとし

ても、その団体に縛られすぎない活動の場を求める生徒のために環境を整えて

いくことも必要だと感じている。Sany TOMIとしては、競技スポーツの地域ク
ラブの運営を担っていくというよりも、そういった活動の場を求める生徒たち

の居場所づくりを引き続き模索していきたいと考えている。楽しくスポーツ（運

動・体力工場）にかかわる受け皿として強化していきたい。

（２）今後の進め方について

※事務局から資料３について説明

（３）意見交換

スポーツ協会は指導者の資格に関して、これまで指導者研修会を実施してい

る。指導者研修会を実施していくためにはお金がかかる。そういったところの補

助を行政の方にお願いをしたい。

千曲市・坂城町の事例をみると指導者 180名のうち教職員が 61名ということ
で、教職員も今後、地域クラブの活動に関わってくるのか。

教職員の兼職兼業制度があるため教職員であっても地域クラブの活動に参加

していくことが可能である。先生方の意向も尊重しながら、地域クラブとの関わ

り方について検討していきたい。

４ その他

（１）今後の日程

※事務局から今後の日程について説明
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事務局 ５ 閉会


